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【積丹町】

ウニから始まるSDGs～ウニと藻場の循環型再生産システムの実践

【はじまりは？】
積丹町では、町の特産品であるウニが、磯焼け現象

により減少していました。積丹町の漁業者で構成され
ている当組織は、ウニの生産量の減少を食い止めるこ
とを目的に、海の森づくり（ホソメコンブの藻場造
成）を平成21年度から開始しました。

【ここが自慢】
ウニ殻肥料による海の森づくりで藻場が再生され、

その藻場で育ったウニを漁獲するという「ウニと藻
場の循環型再生産」が実現し、ウニの生産量と品質
が向上するとともに、SDGsの目標達成にも寄与して
います。藻場の保全・創造は、二酸化炭素の吸収源
となるため、当組織は「ブルーカーボンクレジッ
ト」の取引を行い、得られた資金を藻場造成の拡大
に利用することを計画しています。

積丹町では、これらの活動により、「自然、人、
産業の和で築くまち」を目指しています。

【おもな活動】
当組織は、ウニの安定生産・供給のため、ウニの餌

となるホソメコンブの養殖や廃棄物であるウニ殻を施
肥材として利用した藻場再生により、持続可能な漁業
を推進しています。

また、水産と畜産の連携の取組として、町内の農業
法人が飼育する羊の餌に養殖コンブを与えることで、
肉質を向上させたり、積丹町地域活性化協議会が行う
海藻などの水産物を利用した商品開発にも協力してい
ます。

漁業と環境保全の理解増進のため、地元の小学生を
対象とした体験学習や、町内外の小学生や都市部の一
般市民を対象としたセミナーを開催し、これらに用い
るプロモーション動画の作成も行っています。
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